
ラック校則 いて 考察
ー来るべ 対話 必要性、校則学習 目覚めー

5年 ●●
担当教員 ●●

● ラック校則 と
一般社会 見 明 しい校則や生徒心得 学校独自 ルール 出典/ ラ ク校則 く う！ ロ ェク
→ 生徒 現在 状況 合 てい い校則

●研究目的
ラ ク校則 いう言葉 耳 す 本校 自由・自主・自立 精神 基 い 最小限 校則し い

厳しい校則 枠 中 生活す 規範意識 育 考え 一方 自由 校則 中 何 自分 状況 適し 行動 考え
選択 繰 返す 社会 出 正しい行動 倫理観 育 考え
2 校則 基 理想 校則 在 方 考え

例 外見 自由 制限
・地毛 黒染 強要
・地毛証明書 提出
・パーマ禁止
・髪型 決 い
・眉毛 手入 禁止
・服装,鞄 細 い規定
・下着 色 規定
・ カー 丈 規定 チェ ク

ライベート 時間 干渉
・部活 強制入部
・学校帰 立 寄 禁止
・友人宅 泊 禁止
・恋愛禁止
・帰宅後 友人 連絡禁止

健康・命を危険 さ す
・授業中・部活中 水飲 禁止
・置 勉禁止
・部活 体調 悪く 休 い い
・日焼 止 禁止
・防寒着 制限(タイ マ ラー 手袋)
・徒歩通学 強制

科学的根拠 発見

●校則 意義
児童生徒 健全 学校生活 営 く成長し いく
各学校 責任 判断 定 一定 決

(出典/文部科学省)

校則 教育的意味 真摯 生活 送 正しい態度 養う
ュルケーム)

→ 指導 管理 (1970年代後半～80年代初 校内暴力)
・進歩主義的教育観 変化 生徒 責任 免除
・少子化 学校選択制 地域 ア ール

●校則 見直し 必要性
校則 学校 教育目的 実現す 児童生徒 遵守す
規律 し 児童生徒 実情 保護者 考え方、地域 状況

校風 社会 常識 踏 え 定
(出典/文部科学大臣記者会見)

→ 実際 …
校則 見直し ７割以上 学校 行わ い
教師 中心 生徒や保護者 参画している割合 低い

●校則 対する意識
・高校生 校則違反 絶対 し い い 回答 16.3％

(出典/校則違反 対す 高校生 意識)

・生徒 監視 逃 校則 意義を理解してい い?
→ 厳しい校則 従う 倫理観 育 言え い

・校則 い 皆 専門家
生徒や教師 保護者 意見 持

● 校則学習 必要性
・毎年生徒 入 替わ 度 意見 聞い 取 入 難しい
・生徒自身 校則 肯定的
・校則 人 人 対立 → 対話 必要

ラ ク校則 い 知
自分 学校 校則 目 向
問題点 う変え い 考え
教師や保護者 立場 考え

校則(規範) 何 考え → 倫理観を養う

生徒や保護者 意見
取 入 い 中学校
改定後 懲戒 件数

減 6割

●結論
ラ ク校則 人 人 考え 対立 生 状況 合わ い

校則 あ 現在 状況 合 い
す 生徒 く 教師や保護者 校則 関わ
全 人 意見 取 入 校則 理想 あ 考え

し す 意見 汲 校則 く 向 対話
校則学習 行う中 校則 意義や 規範 何 考え

社会人 し 倫理観 養う 考え
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